
　
六
月
十
三
日
、
二
〇
一
七
年

第
二
回
定
例
県
議
会
が
全
十
六

日
間
の
日
程
で
開
会
さ
れ
、
私

は
次
の
九
項
目
に
関
す
る
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

<

質
問
項
目>

一
．
第
四
次
産
業
革
命
に
つ
い
て

　

①
Ｏ
Ｉ
Ｔ
Ａ
４
．０

　

②
技
術
革
新

二
．
九
州
の
東
の
玄
関
口
の
機

能
充
実
に
つ
い
て

　

①
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
改
善

　

②
物
流
拠
点
化
の
推
進

三
．
健
康
ア
プ
リ
に
つ
い
て

四
．
若
者
支
援
策
に
つ
い
て

　

①
婚
活
支
援

　

②
県
人
寮

　

③
高
校
生
の
通
学
支
援

　

④
県
内
就
職
率
の
向
上

－

大
分
版
第
四
次
産
業
革
命

　
Ｏ
Ｉ
Ｔ
Ａ
４
．０
に
つ
い
て

－

　

（
木
田
）
十
八
世
紀
末
か
ら

三
次
に
わ
た
る
産
業
革
命
を
通

じ
た
技
術
革
新
は
社
会
に
様
々

な
変
革
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

本
県
が
挑
戦
す
る「
Ｏ
Ｉ
Ｔ
Ａ

４
．０
」に
よ
り
、
五
年
後
あ
る

い
は
十
年
後
の
大
分
の
産
業
に

ど
の
よ
う
な
変
革
を
起
こ
そ
う

と
展
望
し
て
い
る
の
か
、
そ
の

具
体
像
に
つ
い
て
知
事
の
考
え

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

（
答
弁

：
知
事
）農
業
分
野
で
は
、

農
場
の
栽
培
環
境
デ
ー
タ
を
分

析
し
、農
作
物
の
品
質
向
上
や
出

荷
時
期
の
最
適
化
を
図
り
、
高

付
加
価
値
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

も
の
づ
く
り
分
野
で
は
、人
工
知

能
や
ロ
ボ
ッ
ト
の
力
で
自
動
化

さ
れ
、生
産
性
の
向
上
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
分
野
で
は
、

高
齢
者
の
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
の

分
析
が
進
み
、認
知
症
予
防
に
役

立
つ
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
、
健

康
寿
命
の
延
伸
に
貢
献
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
多
く
の

地
域
課
題
が
解
決
さ
れ
、新
た
な

産
業
の
活
力
が
生
ま
れ
る
社
会

の
実
現
を
め
ざ
し
挑
戦
す
る
。

－

大
分
空
港
へ
の

　
ア
ク
セ
ス
改
善
に
つ
い
て

－

　
（
木
田
）九
州
各
県
の
空
港
と

比
較
し
て
も
、大
分
空
港
の
ア
ク

セ
ス
条
件
は
時
間
や
手
段
の
両

面
に
お
い
て
決
し
て
良
い
も
の

と
は
言
え
ま
せ
ん
。
新
た
な
ア

ク
セ
ス
手
段
の
開
設
は
、喫
緊
の

課
題
だ
と
思
い
ま
す
。
大
分
空

港
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
対
す
る
現

状
認
識
と
、新
た
な
ア
ク
セ
ス
手

段
の
開
設
に
対
す
る
県
の
見
解

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

（
答
弁

：

企
画
振
興
部
長
）
大

分
空
港
は
県
中
心
部
ま
で
空
港

バ
ス
で
約
六
十
分
か
か
り
、
全

国
の
空
港
の
中
で
も
時
間
・
料

金
と
も
に
利
便
性
が
低
い
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
空
港
へ
の
新

た
な
ア
ク
セ
ス
手
段
と
し
て
、

か
つ
て
の
ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
の

よ
う
な
海
上
交
通
手
段
の
可
能

性
に
つ
い
て
関
係
者
に
よ
る
勉

強
会
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

引
き
続
き
、
空
港
利
用
促
進
期

成
会
や
交
通
事
業
者
等
の
関
係

者
と
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

－

物
流
拠
点
化
の
推
進
に
つ
い
て

－
　

（
木
田
）「
九
州
の
東
の
玄
関

口
と
し
て
の
拠
点
化
戦
略
」に

お
い
て「
物
の
流
れ
の
課
題
」が

あ
り
ま
す
。外
航
の
コ
ン
テ
ナ
航

路
で
す
が
、国
際
拠
点
港
で
あ
る

博
多
港
及
び
北
九
州
港
に
対
抗

し
、大
分
港
大
在
地
区
の
利
用
へ

の
転
換
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
、今
後
の
具
体
的
戦
略

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

（
答
弁

：

土
木
建
築
部
長
）
県

内
の
貨
物
で
あ
っ
て
も
博
多
港

や
北
九
州
港
な
ど
を
利
用
し
て

い
る
実
態
が
あ
る
こ
と
か
ら
、荷

主
に
対
し
大
分
港
利
用
の
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
を
付
与
し
、
競
争

力
を
強
化
す
る
戦
略
が
必
要
と

考
え
ま
す
。
こ
の
た
め
、こ
れ
ま

で
の
県
内
の
大
分
港
か
ら
遠
い

地
域
の
貨
物
に
対
す
る
陸
送
費

用
の
助
成
に
加
え
、
今
年
度
よ

り
、
県
外
の
港
か
ら
大
分
港
へ

利
用
転
換
し
た
場
合
の
助
成
制

度
を
創
設
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

県
と
し
て
は
、
荷
主
や
船
会
社

等
を
訪
問
し
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス

に
取
組
む
と
と
も
に
、
港
湾
施

設
の
整
備
を
行
い
、
物
流
拠
点

化
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

（
木
田
の
提
案
）石
炭
、
丸
太

等
の
バ
ル
ク
貨
物
な
ど
、
全

体
の
物
量
を
調
査
し
、
名
実

と
も
に「
九
州
の
東
の
物
流

拠
点
」
と
な
る
よ
う
、
６
号

Ｃ-

２
地
区
も
含
め
た
、県
港

湾
計
画
の
見
直
し
が
必
要
。

（
木
田
の
見
解
）Ａ
Ｉ
に
よ
る

技
術
革
新
が
発
達
す
る
に
し

て
も
、
人
間
が
Ａ
Ｉ
に
支
配

さ
れ
て
働
く
よ
う
な
こ
と
を

招
い
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

（
木
田
の
提
案
）
自
身
で
長

崎
空
港
の
航
路
を
調
査
し
て

き
た
が
、
西
大
分
港
か
ら
空

港
行
き
の
高
速
船
航
路
を
開

設
す
べ
き
と
考
え
る
。ま
た
、

ナ
イ
ト
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
へ
の

活
用
も
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　今回の補正額3,363,709千円の殆どは、国庫
補助金など国の財源の繰入れです。これにより、
今年度の県一般会計予算総額は613,169,709千
円（前年度同時期対比△1.2％）となりました。

１．子育て支援策充実事業
　平成30年４月の待機児童の解消に向け、認
定こども園の保育所部分の整備に要する経費
に対し助成する。
【補正額】962,282千円（累計1,650,535千円）
・整備箇所：13施設（大分市ほか８市町）
・補 助 率：３／４（基金１／２、市町１／４）
２．児童福祉施設整備事業（新規）
　幼稚園型認定こども園における防犯対策を
強化するため、非常通報装置・防犯カメラな
どの整備に要する経費に対し助成する。
【補正額】42,616千円
・整備箇所：14施設（宇佐市ほか６市町）
・補 助 率：３／４（国１／２、市町１／４）
３．県産豚「米の恵み」競争力強化対策事業
　養豚農家の収益力向上を図るため、畜産ク
ラスター計画に基づく県産ブランド豚「米の
恵み」の生産基盤拡大に向けた豚舎などの整
備に対し助成する。
【補正額】893,571千円（累計900,008千円）
・整備箇所：１施設（竹田市）
・補 助 率：１／２
４．プロフェッショナル人材活用連携強化事業（新規）
　県内企業の事業拡大等を図るため、人材ビジ
ネス事業者を活用し、県内企業が必要とする
プロフェッショナル人材の確保を支援する。
【補正額】20,000千円
・マッチングイベント等の開催
・プロフェッショナル人材戦略全国協議会の活用
５．緊急地すべり対策・砂防改修事業
　豊後大野市で発生した地すべり活動を抑え
るため、対策工事と地すべり防止区域の変更
指定を行うほか、基本計画を作成する。
【補正額】1,445,240千円（累計1,772,240千円）
・整備箇所：豊後大野市朝地町綿田地区
・事業内容：ボーリング調査、観測機器設置

地すべり対策工事（抑制・抑止工）

紙面の都合上、質問と答弁のすべてを紹介できず、申し訳ご
ざいません。なお、県議会HPにて過去分も含め、一般質問
の全録画を視聴できます。
（「http://www.oita-pref.stream.jfit.co.jp/」

→「議員から選ぶ」→「木田昇」を選択）
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第２回
定例県議会

大
分
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
改
善
、

第
四
次
産
業
革
命
へ
の
対
応
な
ど

全
九
項
目
に
つ
い
て
一
般
質
問



竹
田
水
害
緊
急
治
水
ダ
ム

(

玉
来
ダ
ム)

建
設
事
業

－

災
害
に
強
い
ま
ち
へ

－

　

私
の
生
ま
れ
故
郷「
竹
田
」は

自
然
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
度
々
の
大
水
害
を
受
け

て
き
ま
し
た
。
七
年
前
に
「
稲
葉

ダ
ム
」が
完
成
し
た
も
の
の
、平

成
二
十
四
年
の
九
州
北
部
豪
雨
で

は
、ま
た
も
や
甚
大
な
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。「
玉
来
ダ
ム
」は
五

年
後
の
完
成
に
向
け
て
本
体
工
事

を
進
め
て
い
ま
す
が
、一
日
も
早

い
完
成
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

港
湾
事
業
佐
伯
港
女
島
地
区

－

県
南
地
域
の
産
業
を

　
支
え
る
港
湾
を
整
備

－

　
東
九
州
自
動
車
道
の
開
通
に

よ
り
、佐
伯
港
は
県
南
地
域
の
流

通
拠
点
港
と
し
て
の
役
割
が
期
待

さ
れ
ま
す
。佐
伯
港
で
は
国
の
直

轄
事
業
で
水
深
十
四
メ
ー
ト
ル
の

岸
壁
が
整
備
さ
れ
、五
万
ト
ン
級

の
船
が
入
港
で
き
ま
す
が
、現
在

工
事
中
の
岸

壁
が
完
成
す

れ
ば
、西
日
本

最
大
級
の
公

共
岸
壁
に
な

り
ま
す
。（
写

真
後
方
の
ク

レ
ー
ン
は
こ
の

港
か
ら
ト
ル
コ

共
和
国
へ
輸

出
さ
れ
ま
す
）

県
道
飯
田
高
原
中
村
線

－

重
要

な
観
光
路
線
の
完
全
復
旧
を

－

　

同
路
線
は
、
風
光
明
媚
な
飯

田
高
原
か
ら
九
重
Ｉ
Ｃ
に
接
続

す
る
地
域
の
重
要
路
線
で
す
。

沿
線
に
は
、「
九
重
”夢
“
大
吊

橋
」
や
紅
葉
の
名
所
「
九
酔
渓
」

が
あ
り
、
観
光
振
興
に
大
き
く

寄
与
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

昨
年
の
熊
本
地
震
と
梅
雨
前
線

豪
雨
に
よ
り
、
崖
崩
れ
等
の
被

害
を
受
け
、
一
部
区
間
は
片
道

通
行
の
仮
復
旧
の
状
態
で
す
。

完
全
復
旧
は
も
ち
ろ
ん
、
景
観

保
全
の
た
め
、
崩
れ
た
崖
等
の

修
復
も
お
願
い
し
ま
し
た
。

上
野
川・西
大
山
大
野
日
田
線

災
害
復
旧
工
事

－

命
綱
一
本
、

懸
命
の
作
業
を
実
施

－

　
昨
年
の
熊
本
地
震
の
影
響
で
地

盤
が
緩
み
、高
さ
約
九
十
メ
ー
ト

ル
・
幅
約
六
十
メ
ー
ト
ル
に
わ
た

り
山
腹
が
大
崩
落
し
た
日
田
市
大

山
町
の
現
場
で
す
。人
的
被
害
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、県
道
と

河
川
が
完
全
に
塞
が
れ
、一
時
通
行

止
め
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。命
綱
一

本
に
よ
る
懸
命
の
作
業
に
よ
り
、

完
全
復
旧
に
は
至
り
ま
せ
ん
が
、

現
在
は
通
行
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
。最
初
の
地
震
か
ら
二
週
間
後

に
崩
落
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
を

考
え
る
と
、地
震
の
影
響
の
恐
ろ
し

さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
す
。

中
津
日
田
道
路
整
備
事
業

－

中
津
～
日
田
間
の
所
要

時
間
が
約
三
十
分
短
縮

－

　

中
津
市
と
日
田
市
と
を
結
ぶ

全
長
約
五
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

地
域
高
規
格
道
路
で
、
九
州
横

断
自
動
車
道
や
東
九
州
自
動

車
道
と
連
結
し
、
循
環
型
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
路
線
で

す
。
耶
馬
渓
を
経
由
す
る
観
光

道
路
と
も
言
え
ま
す
が
、
中
津

港
か
ら
の
木
材
輸
出
が
好
調
で

あ
り
、
産
業
道
路
と
し
て
の
機

能
も
大
き
く
期
待
さ
れ
ま
す
。

朝
地
町
綿
田
地
区
の
大
規
模

地
す
べ
り

－現
地
の
安
全
、生
活

再
建
を
急
ぐ

－

　

突
如
、
四
百
メ
ー
ト
ル
×

二
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
盤
が
動

き
始
め
、
集
落
内
に
亀
裂
・
陥

没
が
徐
々
に
広
が
り
ま
し
た
。

地
盤
が
動
く
速
度
は
、最
大
で
一

時
間
当
た
り
二
十
ミ
リ
を
超
え

る
時
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
原

因
と
見
ら
れ
る
地
下
水
を
抜
き

取
る
作
業
を
続
け
て
い
ま
す
が
、

地
す
べ
り
が
完
全
に
止
ま
る
状

況
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

区
域
内
の
住
民
は
避
難
生
活
が

続
き
、田
植
え
も
制
限
さ
れ
、住

民
生
活
に
大
き
な
影
響
が
出
て

い
ま
す
。
県
は
、国
の
補
助
も
受

け
、
豊
後
大
野
市
と
連
携
し
て

復
旧
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。
一

日
も
早
い
現
地
の
安
全
、
生
活

再
建
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

別
府
港
環
境
整
備
事
業（
北
浜
地
区
）

－

お
ん
せ
ん
県
お
お
い
た

イ
メ
ー
ジ
Ｕ
Ｐ

－

　「
日
本
一
の
お
ん
せ
ん
県
お
お

い
た
」は
、
本
県
を
イ
メ
ー
ジ
す

る
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て

定
着
し
て
い
ま
す
。
本
事
業
は
、

観
光
客
や
市
民
の
憩
い
の
場
と

し
て
緑
地
帯
を
整
備
す
る
も
の

で
す
。
別
府
の
北
浜
地
区
は
ホ

テ
ル
の
再
建
も
進
み
華
や
か
さ

を
取
り
戻
そ
う
と
し
て
い
ま
す

が
、
せ
っ
か
く
芝
生
が
整
備
さ

れ
て
も
雑
草
だ
ら
け
で
は
台
無

し
で
す
。
地
域
と
連
携
し
て
、

芝
生
の
手
入
れ
が
継
続
で
き
る

枠
組
み
づ
く
り
が
大
切
だ
と
申

し
添
え
た
と
こ
ろ
で
す
。

防災
メモ

木田昇の
防災士

－ 台風シーズンを迎えます －
　熱帯低気圧の中心付近で吹く風
の風速が17.2m ／ s を超えると、
名称が “台風 ”へと変わります。

　台風の風速は10分間の平均風
速を基準にしています。とすれ
ば、突風とも言われる “最大瞬間
風速 ”は、平均風速の1.5倍から３
倍に達することもある訳です。

　一方、風圧は風速の２乗に比例
するため、風速が２倍になると風
圧は４倍に、風速が４倍になると
風圧は16倍になる計算です。

　台風を構成する積乱雲には、上
下の強い気流が発生しており、台
風の周辺では “竜巻（上昇気流）”
や “ダウンバースト（下降気流）”
による突風が吹くことも予想さ
れます。

　台風シーズンの到来です。台
風情報には十分に注意してくだ
さい。

　大分県議会広報委員会の副委員長に選任されました。議員
が現地へ出向く「出前県議会」や「議員出前講座」の実施など、
県民により身近な県議会となるよう広報活動を推進していき
ます。
　また、2019年のラグビーワールドカップ大分開催に伴い、
県民の機運醸成や諸課題解決に向けた調査・検討を行う協議
会の委員に選出されました。大分県議会広報委員会の全メンバー

木田昇の議会・政務活動を随時更新中。

“大分県議会議員
木田昇 ”で検索

「http://oita-kida.net/」

＊県民クラブHPはコチラ
　（http://www.oct-net.ne.jp/shakai-1/）

公式ホームページ＆ブログ

県議会広報委員会副委員長とラグビーＷ杯大分開催協議会委員に選任

中津３号トンネル掘削現場

←空撮用ドローンで
　現場を確認

久
し
ぶ
り
に
一
般
質
問

を
行
う
機
会
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。今
回
の
質

問
を
行
う
に
あ
た
っ
て

は
、か
な
り
の
調
査
・

研
究
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た

▼「
大
分
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス

改
善
」の
質
問
で
は
、高
速
船

の
航
路
開
設
を
提
案
す
る
に

あ
た
り
、空
港
航
路
の
あ
る
長

崎
空
港
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、「
広
島

↔

四
国
」
の
高

速
船
に
も
日
帰
り
強
行
で
実

際
に
乗
船
し
て
き
ま
し
た

（
ゆ
っ
た
り
シ
ー
ト
で
乗
り
心

地
も
抜
群
で
し
た
）▼「
物
流

拠
点
化
の
推
進
」
に
関
し
て

は
、
地
元
の
大
在
公
共
ふ
頭
は

も
ち
ろ
ん
、
宮
崎
県
日
向
市

に
あ
る
細
島
港
に
も
行
っ
て

き
ま
し
た（
想
像
以
上
に
整
備

が
進
ん
で
い
ま
し
た
）▼
大
分

の
木
材
輸
出
も
好
調
で
す

し
、
大
在
の
埋
立
地
に
は
企
業

誘
致
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、

積
極
的
な
港
湾
整
備
を
期
待

す
る
と
こ
ろ
で
す
▼「
健
康
ア

プ
リ
」
に
つ
い
て
は
、「
健
康

ポ
イ
ン
ト
」
を
大
分
県
で
運

用
す
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
の

で
、
早
稲
田
大
学
で
の
「
地
域

ポ
イ
ン
ト
」
の
セ
ミ
ナ
ー
を
受

講
し
、
併
せ
て
東
京
都
内
に

あ
る
「
県
人
寮
」（
学
生
会
館
）

も
現
地
視
察
し
て
き
ま
し
た

▼
東
京
の
「
ど
真
ん
中
」
で
家

賃
が
二
万
円
を
切
る
寮
も
あ

り
ま
す
。県
人
寮
を
運
営
し
て

い
な
い
の
は
、九
州
内
で
は
大

分
と
長
崎
の
み
で
す
。運
営
手

法
は
色
々
あ
る
と
思
い
ま
す

の
で
、何
と
か
実
現
し
た
い
も

の
で
す
▼「
真
実
は
現
場
に
あ

り
」。今
後
も
見
聞
を
広
め
、政

策
提
案
に
結
び
付
け
ま
す
。

竹の子記

土木建築委員会
管内事務調査
　県議会では、第２回定例会前に
各所属の常任委員会ごとの班編
成で、各所管の事務・事業や施設
の状況等を調査しています。
　私は土木建築委員会の委員に
選出されています。県内11の
土木事務所で状況の聞き取りを
行ったほか、現地26箇所を視察
してきました。


